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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　合焦位置を変更可能な撮像光学系と、前記撮像光学系から入射する被写体像を電気信号
に変換する固体撮像素子と、前記固体撮像素子からの出力を所定形式の撮像データに変換
する画像処理部と、前記撮像データを記録媒体に記録する記録部と、前記記録媒体に記録
されたデータを表示する表示部と、を有する撮像装置において、
　被写体の距離情報を取得する距離情報取得部と、
前記距離情報に基づいて、前記撮像光学系の複数の合焦位置を設定する合焦位置設定部と
、
　前記撮像光学系の合焦位置を、前記合焦位置設定部が設定した前記複数の合焦位置に順
次変更し、連続して複数回の撮像を行って合焦距離の異なる複数の撮像データを取得する
連続撮像部と、
　前記距離情報取得部が取得した前記距離情報に基づいて、前記撮像データの画面内にお
ける合焦部分を決定する合焦部分決定部と、
　前記連続撮像部が連続して撮像を行う前に、基準画像データを前記画像処理部から取得
する基準画像取得部と、
　前記連続撮像部が取得した前記複数の撮像データと前記基準画像データとの間のズレを
示す動き情報を、各撮像データ毎に出力する動き検出部と、
　前記合焦部分と前記動き情報とに基づいて、各撮像データ毎に、前記撮像データの中の
合焦している部分を示す合焦領域枠の表示位置を示す合焦領域枠位置情報を取得する合焦
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枠表示位置決定部と、を有し、
　前記記録部が、前記連続撮像部が連続して撮像した複数の撮像データの全てと、前記合
焦領域枠位置情報と、を各撮像データ毎に対応付けて１つのファイルとして前記記録媒体
に記録し、
　前記表示部が、前記記録媒体に記録された撮像データと、前記撮像データに対応する前
記記録媒体に記録された前記合焦領域枠位置情報とに基づいて、合焦領域枠を前記撮像デ
ータに重ねて表示することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記距離情報取得部が、
　前記複数の合焦位置よりも多い所定の複数の合焦位置に前記撮像光学系の合焦位置を順
次変更し、それぞれの合焦位置にて連続して複数回の撮像を行って複数の距離情報用撮像
データを取得する距離情報用撮像部と、
　前記距離情報用撮像部が取得した前記複数の距離情報用撮像データに基づいて、前記距
離情報を算出する距離情報算出部とを含むことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記基準画像取得部が、前記距離情報用撮像部が取得した前記複数の距離情報用撮像デ
ータのうちのいずれかを前記基準画像データとして取得することを特徴とする請求項２記
載の撮像装置。
【請求項４】
　前記距離情報用撮像部が取得する前記距離情報用撮像データよりも、前記連続撮像部が
撮像する撮像データの方が、データサイズが大きいことを特徴とする請求項１～３のいず
れか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記動き検出部が、
　前記連続撮像部が取得した前記複数の撮像データを、前記基準画像データと同じデータ
サイズに変換し、前記動き情報を出力することを特徴とする請求項１～４のいずれか１項
に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記距離情報算出部が、
　前記撮像データの画面を複数の小領域に分割する領域分割部と、
　前記撮像データの前記小領域毎に、それぞれの合焦状態を示す所定の周波数成分を抽出
する周波数成分抽出部と、
　前記周波数成分抽出部が抽出した前記周波数成分に基づき、前記小領域毎にそれぞれの
距離情報を算出する小領域距離情報算出部と、を備え、
　前記合焦位置設定部が、前記小領域距離情報算出部が算出した前記小領域毎の距離情報
に基づいて、前記撮像光学系の複数の合焦位置を設定することを特徴とする請求項２～５
のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記距離情報算出部が、前記小領域距離情報算出部により算出された前記小領域毎の距
離情報に基づいて、それぞれの合焦位置において合焦している小領域の数を算出して合焦
位置分布情報を取得する合焦位置分布情報取得部を備え、
　前記合焦位置設定部が、前記合焦位置分布情報に基づいて、前記撮像光学系の複数の合
焦位置を設定することを特徴とする請求項６記載の撮像装置。
【請求項８】
　撮像指示を受け付ける撮像指示受付部を有し、前記連続撮像部が、前記撮像指示受付部
が受け付けた前記撮像指示に基づいて、連続して複数回の撮像を行うことを特徴とする請
求項１～７のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項９】
　合焦指示を受け付ける合焦指示受付部を有し、前記合焦用連続撮像部が、前記合焦指示
受付部が受け付けた前記合焦指示に基づいて、連続して複数回の撮像を行うことを特徴と
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する請求項１～８のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　合焦位置を変更可能な撮像光学系と、前記撮像光学系から入射する被写体像を電気信号
に変換する固体撮像素子と、前記固体撮像素子からの出力を所定形式の撮像データに変換
する画像処理部と、前記撮像データを記録媒体に記録する記録部と、を有する撮像装置に
おいて、
　被写体の距離情報を取得する距離情報取得部と、
前記距離情報に基づいて、前記撮像光学系の複数の合焦位置を設定する合焦位置設定部と
、
　前記撮像光学系の合焦位置を、前記合焦位置設定部が設定した前記複数の合焦位置に順
次変更し、連続して複数回の撮像を行って合焦距離の異なる複数の撮像データを取得する
連続撮像部と、
　前記距離情報取得部が取得した前記距離情報に基づいて、前記撮像データの画面内にお
ける合焦部分を決定する合焦部分決定部と、
前記連続撮像部が連続して撮像を行う前に、基準画像データを前記画像処理部から取得す
る基準画像取得部と、
　前記連続撮像部が取得した前記複数の撮像データと前記基準画像データとの間のズレを
示す動き情報を、各撮像データ毎に出力する動き検出部と、
前記合焦部分と前記動き情報とに基づいて、各撮像データ毎に、前記撮像データの中の合
焦している部分を示す合焦領域枠の表示位置を示す合焦領域枠位置情報を取得する合焦枠
表示位置決定部と、を有し、
　前記記録部が、前記連続撮像部が連続して撮像した複数の撮像データの全てと、前記合
焦領域枠位置情報と、を各撮像データ毎に対応付けて１つのファイルとして前記記録媒体
に記録することを特徴とする撮像装置。
【請求項１１】
　焦点調節機構を含む撮影光学系と、前記撮影光学系から入射する被写体像を電気信号に
変換する固体撮像素子と、複数領域を測距する距離情報取得部と、固体撮像素子出力の画
像間の動き量を検出する動き検出部と、前記固体撮像素子出力を所定形式で保存した撮影
画像を再生する表示部とを有する撮像装置において、
前記撮像装置は、前記距離情報取得部の取得結果に基づき合焦位置を変えて連続撮影をす
る機能と、
　前記連続撮影によって記録した複数の撮影画像を再生表示する際に、前記被写体像の距
離情報取得部での取得結果に基づく合焦領域枠を併せて表示する機能と、
　前記合焦領域枠の表示において、連続撮影前に取得した基準画像と前記連続撮影した各
撮影画像との間の動き量を検出し、この検出結果に応じて前記合焦領域枠の前記表示部上
での座標位置を補正する機能と、
　前記連続撮影した複数の撮影画像の全てを１つのファイルとして保存する機能とを備え
たことを特徴とする撮像装置。
【請求項１２】
　前記距離情報取得部が、前記固体撮像素子の後段に配置された周波数特性検波部におい
て、山登りスキャン方式による周波数検波で距離情報を取得するとともに、所定のスキャ
ン間隔で基準画像候補の複数を取得、保持し、前記山登りスキャン方式の処理終了後の連
続撮影を行う合焦位置の決定結果基づき、前記基準画像候補の中から基準画像を決定する
ことを特徴とする請求項１１記載の撮像装置。
【請求項１３】
　請求項９の撮像装置によって前記記録媒体に記録された撮像データを表示する画像表示
装置であって、
　前記記録媒体に記録されたデータを表示する表示部と、
　前記表示部が、前記記録媒体に記録された撮像データと、前記撮像データに対応する前
記記録媒体に記録された前記合焦領域枠位置情報とに基づいて、合焦領域枠を前記撮像デ
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ータに重ねて表示することを特徴とする画像表示装置。
【請求項１４】
　合焦位置を変更可能な撮像光学系と、前記撮像光学系から入射する被写体像を電気信号
に変換する固体撮像素子と、前記固体撮像素子からの出力を所定形式の撮像データに変換
する画像処理部と、前記撮像データを記録媒体に記録する記録部と、前記記録媒体に記録
されたデータを表示する表示部と、被写体の距離情報を取得する距離情報取得部と、前記
距離情報に基づいて、前記撮像光学系の複数の合焦位置を設定する合焦位置設定部と、前
記撮像光学系の合焦位置を、前記合焦位置設定部が設定した前記複数の合焦位置に順次変
更し、連続して複数回の撮像を行って合焦距離の異なる複数の撮像データを取得する連続
撮像部と、前記距離情報取得部が取得した前記距離情報に基づいて、前記撮像データの画
面内における合焦部分を決定する合焦部分決定部と、前記連続撮像部が連続して撮像を行
う前に、基準画像データを前記画像処理部から取得する基準画像取得部と、前記連続撮像
部が取得した前記複数の撮像データと前記基準画像データとの間のズレを示す動き情報を
、各撮像データ毎に出力する動き検出部と、前記合焦部分と前記動き情報とに基づいて、
各撮像データ毎に、前記撮像データの中の合焦している部分を示す合焦領域枠の表示位置
を示す合焦領域枠位置情報を取得する合焦枠表示位置決定部と、を有する撮像装置の撮像
方法であって、
　前記連続撮像部が連続して撮像した複数の撮像データの全てと、前記合焦領域枠位置情
報と、を各撮像データ毎に対応付けて１つのファイルとして前記記録部が前記記録媒体に
記録し、前記記録媒体に記録された撮像データと、前記撮像データに対応する前記記録媒
体に記録された前記合焦領域枠位置情報とに基づいて、合焦領域枠を前記撮像データに重
ねて前記表示部に表示するようにしたことを特徴とする撮像方法。
【請求項１５】
　焦点調節機構を含む撮影光学系と、前記撮影光学系から入射する被写体像を電気信号に
変換する固体撮像素子と、複数領域を測距する距離情報取得部と、固体撮像素子出力の画
像間の動き量を検出する動き検出部と、前記固体撮像素子出力を所定形式で保存した撮影
画像を再生する表示部とを有する撮像装置の合焦領域枠の位置補正方法であって、
　前記連続撮影によって記録した複数の撮影画像を再生表示する際に、前記撮影画像に併
せて表示する前記距離情報取得部の取得結果に基づいた前記被写体像の合焦領域枠を、連
続撮影前に取得した基準画像と前記連続撮影した各撮影画像との間で検出した動き量の検
出結果に応じて前記表示部上での座標位置を補正することを特徴とする合焦領域枠の位置
補正方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルカメラのような撮像装置に係り、特に、連続撮影した全ての画像デ
ータについて、それぞれの画像と基準画像とから検出したずれ量に基づき、再生時に表示
する撮像装置、画像表示装置と、撮像方法及び画像表示方法並びに合焦領域枠の位置補正
方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルカメラ（撮像装置）において、奥行きのある被写体をオートフォーカスで撮影
するような場合に、アルゴリズムやハードウェアの性能限界から撮影者の意図に沿わない
位置にピントが合う、いわゆる偽合焦をおこすことがある。このような場合に、いわゆる
フォーカスブラケット撮影をピントずれの救済策として使用する方法が知られている（特
許文献１参照）。しかし、フォーカスブラケット撮影は焦点位置を前後に少し移動させて
、３回程度の撮影を行う仕様が一般的であるため、大きなピントずれを救済することは困
難であった。
【０００３】
　また、どの被写体にピントを合わせるかを撮影前に決めておかずに、あえて焦点位置を
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変えて複数枚を撮影した後に、撮影画像を比較・鑑賞してベストショットを選択したいと
いう撮影者の要求もある。
【０００４】
　これら２つの背景から、現行のフォーカスブラケット撮影よりもさらに広い焦点範囲を
移動し、かつ被写体の合焦位置情報を加味した使い勝手のよいフォーカスブラケット撮影
は潜在的な市場要求があると考えられる。
【０００５】
　フォーカスブラケット撮影の撮影枚数をむやみに増やすことは、コンパクト型デジタル
カメラの記録画素数が１０００万画素を超えている近年の背景を踏まえると、４０枚を超
えるような撮影枚数とした場合、バッファメモリ容量増に伴う機器のコストアップや、撮
影・記録処理時間の増による利便性の低下が懸念される。
【０００６】
　そこで、フォーカスブラケット撮影を行うために、本発明者による出願「特願２００８
－２３８７５７」において開示したような、画面を小領域に分割して、小領域の検波枠単
位で山登りスキャンを実施し、各小領域での合焦位置から合焦位置の分布化と閾値の比較
を行って合焦位置を決定し、この閾値を可変しフォーカスブラケット撮影による撮影枚数
を決定する撮像装置がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、現行のフォーカスブラケット撮影で用いられる山登りスキャンにおいて
は、合焦領域を判断するデータと撮影画像が別であることによって、再生画像と合焦領域
枠の表示にずれが生じる。手持ちで撮影をする際に、山登りスキャン開始から撮影終了ま
でカメラの画角をずらさないように保持し続けることは、ほぼ不可能に近い。そして、撮
影の焦点距離が望遠側に近ければ、その影響はさらに無視できなくなり、撮影時と再生時
に生じるずれが大きくなるという課題があった。
【０００８】
　本発明は、前記従来技術の課題を解決するものであり、撮影前に基準画像を取得して、
この基準画像とフォーカスブラケット撮影した各画像間の動き検出を行い、この検出結果
に応じて合焦領域枠の座標をずらして、再生時に画角ずれを補正した合焦領域枠を表示し
、ユーザの所望する画像選択等の取り扱いを容易なものとした撮像装置、画像表示装置、
撮像方法および画像表示方法並びに合焦領域枠の位置補正方法を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記の目的を達成するために、本発明の請求項１に係る撮像装置は、合焦位置を変更可
能な撮像光学系と、撮像光学系から入射する被写体像を電気信号に変換する固体撮像素子
と、固体撮像素子からの出力を所定形式の撮像データに変換する画像処理部と、撮像デー
タを記録媒体に記録する記録部と、記録媒体に記録されたデータを表示する表示部と、を
有する撮像装置において、被写体の距離情報を取得する距離情報取得部と、距離情報に基
づいて、撮像光学系の複数の合焦位置を設定する合焦位置設定部と、撮像光学系の合焦位
置を、合焦位置設定部が設定した複数の合焦位置に順次変更し、連続して複数回の撮像を
行って合焦距離の異なる複数の撮像データを取得する連続撮像部と、距離情報取得部が取
得した距離情報に基づいて、撮像データの画面内における合焦部分を決定する合焦部分決
定部と、連続撮像部が連続して撮像を行う前に、基準画像データを画像処理部から取得す
る基準画像取得部と、連続撮像部が取得した複数の撮像データと基準画像データとの間の
ズレを示す動き情報を、各撮像データ毎に出力する動き検出部と、合焦部分と動き情報と
に基づいて、各撮像データ毎に、撮像データの中の合焦している部分を示す合焦領域枠の
表示位置を示す合焦領域枠位置情報を取得する合焦枠表示位置決定部と、を有し、記録部
が、連続撮像部で連続して撮像した複数の撮像データの全てと、合焦領域枠位置情報と、
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を各撮像データ毎に対応付けて１つのファイルとして記録媒体に記録し、表示部が、記録
媒体に記録された撮像データと、撮像データに対応する記録媒体に記録された合焦領域枠
位置情報とに基づいて、合焦領域枠を撮像データに重ねて表示することを特徴とする。
【００１０】
　また、請求項２に記載した発明は、請求項１の撮像装置において、距離情報取得部が、
複数の合焦位置よりも多い所定の複数の合焦位置に撮像光学系の合焦位置を順次変更し、
それぞれの合焦位置にて連続して複数回の撮像を行って複数の距離情報用撮像データを取
得する距離情報用撮像部と、距離情報用撮像部が取得した複数の距離情報用撮像データに
基づいて、距離情報を算出する距離情報算出部とを含むことを特徴とする。
【００１１】
　また、請求項３に記載した発明は、請求項２の撮像装置において、基準画像取得部が、
距離情報用撮像部が取得した複数の距離情報用撮像データのうちのいずれかを基準画像デ
ータとして取得することを特徴とする。
【００１２】
　また、請求項４に記載した発明は、請求項１～３の撮像装置において、距離情報用撮像
部が取得する距離情報用撮像データよりも、連続撮像部が撮像する撮像データの方が、デ
ータサイズが大きいことを特徴とする。
【００１３】
　また、請求項５に記載した発明は、請求項１～４の撮像装置において、動き検出部が、
連続撮像部が取得した複数の撮像データを、基準画像データと同じデータサイズに変換し
、動き情報を出力することを特徴とする。
【００１４】
　また、請求項６に記載した発明は、請求項２～５の撮像装置において、距離情報算出部
が、撮像データの画面を複数の小領域に分割する領域分割部と、撮像データの小領域毎に
、それぞれの合焦状態を示す所定の周波数成分を抽出する周波数成分抽出部と、周波数成
分抽出部が抽出した周波数成分に基づき、小領域毎にそれぞれの距離情報を算出する小領
域距離情報算出部と、を備え、合焦位置設定部が、小領域距離情報算出部が算出した小領
域毎の距離情報に基づいて、撮像光学系の複数の合焦位置を設定することを特徴とする。
【００１５】
　また、請求項７に記載した発明は、請求項６の撮像装置において、距離情報算出部が、
小領域距離情報算出部により算出された小領域毎の距離情報に基づいて、それぞれの合焦
位置において合焦している小領域の数を算出して合焦位置分布情報を取得する合焦位置分
布情報取得部を備え、合焦位置設定部が、合焦位置分布情報に基づいて、撮像光学系の複
数の合焦位置を設定することを特徴とする。
【００１６】
　また、請求項８に記載した発明は、請求項１～７の撮像装置において、撮像指示を受け
付ける撮像指示受付部を有し、連続撮像部が、撮像指示受付部が受け付けた撮像指示に基
づいて、連続して複数回の撮像を行うことを特徴とする。
【００１７】
　また、請求項９に記載した発明は、請求項１～８の撮像装置において、合焦指示を受け
付ける合焦指示受付部を有し、合焦用連続撮像部が、合焦指示受付部が受け付けた合焦指
示に基づいて、連続して複数回の撮像を行うことを特徴とする。
【００１８】
　また、請求項１０に記載した撮像装置は、合焦位置を変更可能な撮像光学系と、撮像光
学系から入射する被写体像を電気信号に変換する固体撮像素子と、固体撮像素子からの出
力を所定形式の撮像データに変換する画像処理部と、撮像データを記録媒体に記録する記
録部と、を有する撮像装置において、被写体の距離情報を取得する距離情報取得部と、距
離情報に基づいて、撮像光学系の複数の合焦位置を設定する合焦位置設定部と、撮像光学
系の合焦位置を、合焦位置設定部が設定した複数の合焦位置に順次変更し、連続して複数
回の撮像を行って合焦距離の異なる複数の撮像データを取得する連続撮像部と、距離情報
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取得部が取得した距離情報に基づいて、撮像データの画面内における合焦部分を決定する
合焦部分決定部と、連続撮像部が連続して撮像を行う前に、基準画像データを画像処理部
から取得する基準画像取得部と、連続撮像部が取得した複数の撮像データと基準画像デー
タとの間のズレを示す動き情報を、各撮像データ毎に出力する動き検出部と、合焦部分と
動き情報とに基づいて、各撮像データ毎に、撮像データの中の合焦している部分を示す合
焦領域枠の表示位置を示す合焦領域枠位置情報を取得する合焦枠表示位置決定部と、を有
し、記録部が、連続撮像部で連続して撮像した複数の撮像データの全てと、合焦領域枠位
置情報と、を各撮像データ毎に対応付けて１つのファイルとして記録媒体に記録すること
を特徴とする。
【００１９】
　また、請求項１１に記載した撮像装置は、焦点調節機構を含む撮影光学系と、撮影光学
系から入射する被写体像を電気信号に変換する固体撮像素子と、複数領域を測距する距離
情報取得部と、固体撮像素子出力の画像間の動き量を検出する動き検出部と、固体撮像素
子出力を所定形式で保存した撮影画像を再生する表示部とを有する撮像装置において、撮
像装置は、距離情報取得部の取得結果に基づき合焦位置を変えて連続撮影をする機能と、
連続撮影によって記録した複数の撮影画像を再生表示する際に、被写体像の距離情報取得
部での取得結果に基づく合焦領域枠を併せて表示する機能と、合焦領域枠の表示において
、連続撮影前に取得した基準画像と連続撮影した各撮影画像との間の動き量を検出し、こ
の検出結果に応じて合焦領域枠の表示部上での座標位置を補正する機能と、連続撮影した
複数の撮影画像の全てを１つのファイルとして保存する機能とを備えたことを特徴とする
。
【００２０】
　また、請求項１２に記載した発明は、請求項１１の撮像装置において、距離情報取得部
が、固体撮像素子の後段に配置された周波数特性検波部において、山登りスキャン方式に
よる周波数検波で距離情報を取得するとともに、所定のスキャン間隔で基準画像候補の複
数を取得、保持し、山登りスキャン方式の処理終了後の連続撮影を行う合焦位置の決定結
果基づき、基準画像候補の中から基準画像を決定することを特徴とする。
【００２１】
　また、請求項１３に記載した画像表示装置は、請求項９の撮像装置によって記録媒体に
記録された撮像データを表示する画像表示装置であって、記録媒体に記録されたデータを
表示する表示部と、表示部が、記録媒体に記録された撮像データと、撮像データに対応す
る記録媒体に記録された合焦領域枠位置情報とに基づいて、合焦領域枠を撮像データに重
ねて表示することを特徴とする。
【００２５】
また、請求項１４に記載した撮像方法は、合焦位置を変更可能な撮像光学系と、撮像光学
系から入射する被写体像を電気信号に変換する固体撮像素子と、固体撮像素子からの出力
を所定形式の撮像データに変換する画像処理部と、撮像データを記録媒体に記録する記録
部と、記録媒体に記録されたデータを表示する表示部と、被写体の距離情報を取得する距
離情報取得部と、距離情報に基づいて、撮像光学系の複数の合焦位置を設定する合焦位置
設定部と、撮像光学系の合焦位置を、合焦位置設定部が設定した複数の合焦位置に順次変
更し、連続して複数回の撮像を行って合焦距離の異なる複数の撮像データを取得する連続
撮像部と、距離情報取得部が取得した距離情報に基づいて、撮像データの画面内における
合焦部分を決定する合焦部分決定部と、連続撮像部が連続して撮像を行う前に、基準画像
データを画像処理部から取得する基準画像取得部と、連続撮像部が取得した複数の撮像デ
ータと基準画像データとの間のズレを示す動き情報を、各撮像データ毎に出力する動き検
出部と、合焦部分と動き情報とに基づいて、各撮像データ毎に、撮像データの中の合焦し
ている部分を示す合焦領域枠の表示位置を示す合焦領域枠位置情報を取得する合焦枠表示
位置決定部と、を有する撮像装置の撮像方法であって、連続撮像部で連続して撮像した複
数の撮像データの全てと、合焦領域枠位置情報と、を各撮像データ毎に対応付けて１つの
ファイルとして記録部が記録媒体に記録し、記録媒体に記録された撮像データと、撮像デ
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ータに対応する記録媒体に記録された合焦領域枠位置情報とに基づいて、合焦領域枠を撮
像データに重ねて表示部に表示するようにしたことを特徴とする。
【００２７】
　また、請求項１５に記載した合焦領域枠の位置補正方法は、焦点調節機構を含む撮影光
学系と、撮影光学系から入射する被写体像を電気信号に変換する固体撮像素子と、複数領
域を測距する距離情報取得部と、固体撮像素子出力の画像間の動き量を検出する動き検出
部と、固体撮像素子出力を所定形式で保存した撮影画像を再生する表示部とを有する撮像
装置の合焦領域枠の位置補正方法であって、連続撮影によって記録した複数の撮影画像を
再生表示する際に、撮影画像に併せて表示する距離情報取得部の取得結果に基づいた被写
体像の合焦領域枠を、連続撮影前に取得した基準画像と連続撮影した各撮影画像との間で
検出した動き量の検出結果に応じて表示部上での座標位置を補正することを特徴とする。
                                                                        
【００２８】
　前記発明によれば、撮影前に取得した基準画像とフォーカスブラケット撮影した各画像
間の動き検出を行って、この結果に応じて表示する合焦領域枠の座標をずらし、その表示
位置を補正することができ、また、山登りスキャン方式の合焦位置の取得時に、所定のス
キャン間隔で基準画像候補を取得、保持しておくことで、フォーカスブラケット撮影を開
始するまでのタイムラグをなくすことができる。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明によれば、撮影前に基準画像を取得して、この基準画像とフォーカスブラケット
撮影した各画像間の動き検出を行って、検出結果に応じて合焦領域枠の座標位置をずらし
て、再生時には画角ずれを補正した合焦領域枠を併せて表示し、ユーザの所望するピント
の合った撮影画像の選択等の取り扱いを容易にすることができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の実施の形態における撮像装置の概略構成を示すブロック図
【図２】フォーカスブラケット撮影位置を求める説明で（ａ）は被写体例、（ｂ）は検波
枠、（ｃ）は被写体例と検波枠の重ね合わせ、（ｄ）は各検波枠の合焦位置分布を示す図
【図３】山登りスキャンの測距からフォーカスブラケット撮影をした画像を保存する動作
を示すフローチャート
【図４】撮影画像の手前の人物に対する（ａ）は画角ずれ、（ｂ）は補正後の合焦領域枠
を示す図
【図５】撮影画像の奥の人物に対する（ａ）は画角ずれ、（ｂ）は補正後の合焦領域枠を
示す図
【図６】Ｅｘｉｆのヘッダー部のタグ情報を説明する図
【図７】ＤＣＦのディレクトリ定義されるファイルツリー構造とマルチページファイルを
説明する図
【図８】別のマルチページファイルを説明する図
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、図面を参照して本発明における実施の形態を詳細に説明する。
【００３２】
　図１は本発明の実施の形態１における撮像装置（デジタルカメラ）の概略構成を示すブ
ロック図である。
【００３３】
　図１に示すようにデジタルカメラは、光学ユニット１００、光学系駆動部１０５、画像
処理部１１０、制御・演算部１２０、プログラム用メモリ１２１、操作部１２２、表示部
１２３、圧縮・伸張処理部１２４、画像記録インタフェース（Ｉ／Ｆ）部１２５および画
像バッファ用メモリ１２６から構成される。
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【００３４】
　光学ユニット１００は、撮影光学系として、レンズ１０１と、絞り・シャッタ１０２と
、光学ローパスフィルタ１０３と、固体撮像素子のＣＭＯＳセンサ１０４から構成される
。固体撮像素子はＣＣＤを用いても問題はないが、連続撮影を前提とするならば、高速読
み出しに特徴を有するＣＭＯＳセンサ１０４で構成することが望ましい。ＣＭＯＳセンサ
１０４は、センサ部、駆動部、ＣＤＳ（相関二重サンプリング）／ＰＧＡ（プログラマブ
ル利得増幅器）、ＡＤＣ（アナログ－デジタル変換器）を有している。
【００３５】
　光学ユニット１００のレンズ１０１はフォーカス時、ズーム時、起動・停止時にメカ的
・光学的に位置を変える。また、絞り・シャッタ１０２は被写体条件に合わせ絞り開口径
の切換えと、同時露光による静止画撮影のためのシャッタ開閉動作を行う。これらを駆動
するのが光学系駆動部１０５であり、光学系駆動部１０５に駆動指示を与えるのが制御・
演算部１２０である。
【００３６】
　また、ＣＭＯＳセンサ１０４では、レンズ１０１によって結像された光学像を２次元に
配列した受光素子で電荷に変換し、隣接する駆動部から送信される読み出し信号のタイミ
ングで外部に電気信号として出力する。ＣＭＯＳセンサ１０４から出力した信号は、後段
の画像処理部１１０で所定のフォーマットに画像処理され、記録画像は、圧縮・伸張処理
部１２４と画像記録Ｉ／Ｆ部１２５を介して、最終的にはＳＤカードやコンパクトフラッ
シュ（登録商標）カードやＸＤピクチャーカードといった記録メディアに書き込み・保存
される。
【００３７】
　デジタルカメラは、記録メディアへの記録前のモニタ状態で使用しているときは、ＣＭ
ＯＳセンサ１０４の出力は画像処理部１１０で表示用画像として所定形式に処理され、表
示部１２３に随時更新表示される。なお、表示部１２３は記録メディアに記録された画像
の再生表示とＯＳＤ(On Screen Display)表示も行う。
【００３８】
　画像処理部１１０は多くの機能を有して構成されるが、画像バッファ用メモリ１２６へ
のデータ保持を行いながら処理を行う。また、山登りスキャンによる被写体の周波数特性
（スキャンラインにおける空間で合焦状態を示す所定の周波数成分に対応する）の取得は
、周波数特性検波部１１１で行われる。なお、後述する図２（ｂ）に示すように、周波数
特性検波部１１１は画面を小領域に分割し、小領域単位で検波する機能を有し、複数の領
域を測距することで距離情報を取得している。
【００３９】
　なお、測距することで距離情報を取得するため距離情報取得部として、測距レーダーに
より被写体の距離情報を取得するように構成しても良い。また、周波数特性からの合焦位
置を算出や、算出結果から最終的に複数の合焦位置の決定は、制御・演算部１２０にて行
われる。
【００４０】
　動き検出部１１２は、ＣＭＯＳセンサ１０４から入力した２枚の画像間の動き量を出力
することができるもので、汎用的な機能であるため詳細な説明は省略するが、画像の凹凸
プロファイルを定量化し、ｘ，ｙ座標をずらしながら２画面間の差分の極値を演算するこ
とで、動いた方向を判断するものである。画面を縦横ｎ×ｍ領域に分割して各ブロック単
位での動き量を取得することも可能であるが、本実施の形態１では手持ち撮影による一方
向の画角ずれを例としているので、画面全体の動き量が１つ得られればよいものとする。
【００４１】
　操作部１２２には、レリーズボタンを半分だけ押下したいわゆる半押し状態（第１レリ
ーズのオン保持）でレリーズボタンを放せばオフと、完全に押下した全押し状態（第２レ
リーズのオン）同様にレリーズボタンを放せばオフとを識別して検知する２段押操作のレ
リーズボタンが含まれている。
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【００４２】
　また、図２は本実施の形態１におけるフォーカスブラケット撮影の複数の合焦位置を求
める説明で（ａ）は被写体例、（ｂ）は検波枠、（ｃ）は被写体例と検波枠の重ね合わせ
、（ｄ）は各検波枠の合焦位置分布を示す図である。
【００４３】
　図２（ａ）に示す被写体は、異なる撮影距離にいる人物２名と、無限位置の高層ビルで
構成されている。本実施の形態１におけるフォーカスブラケット撮影では、人物２名と高
層ビルを重要被写体とし、それぞれの合焦位置にて撮影し、さらに再生画面上でそれぞれ
の被写体とピントが整合した合焦領域枠表示を実現する。
【００４４】
　図１の周波数特性検波部１１１における検波仕様例であり、検波枠として図２（ｂ）に
示すように、画角の縦・横をそれぞれ１２分割することで１４４の小領域で構成されてい
る。この分割数については、特に規定はないが、撮影の目的上５×５＝２５以上の分割数
で構成することが望ましい。
【００４５】
　図２（ｃ）は、被写体例（図２（ａ））と検波枠（図２（ｂ））を重ね合わせて図示し
たもので、図２（ｃ）に示す被写体に対し、小領域単位で合焦位置を算出し、合焦位置分
布情報として、その結果を分布化したものが合焦位置分布関数Ｇ（ｘ）である。図２（ｄ
）に示すグラフの横軸の「ｘ０」～「ｘ１５」は山登りスキャンをした合焦位置を示し、
横軸にそれぞれの合焦位置において合焦している小領域の数を示している。
【００４６】
　また、Ｆ（ｘ）は所定の関数であり、Ｇ（ｘ）は山登りスキャンのスキャン結果から、
Ｆ（ｘ）よりも合焦している小領域の数（Ｇ（ｘ））が大きい位置を、フォーカスブラケ
ット撮影における合焦位置として設定し、この設定の中から選択する。
【００４７】
　ただし、この焦点位置を選択することは、実施の形態１の説明を簡単化するためのアル
ゴリズムであって、必然的なものではない。フォーカスブラケット撮影時において、意図
的に焦点位置をずらすことも想定することができる。
【００４８】
　また、図２（ｄ）の閾値関数のＦ（ｘ）は、例示として２本の一次関数を連結した特性
で、
（数１）
　Ｆ（ｘ）＝ｆ（ｘ）＋α
として、この定数項αを可変とすることにより閾値を上下に可変とし、任意の焦点位置の
個数選択を可能としている。閾値関数Ｆ（ｘ）が無限遠（ｉｎｆ）側に向かって増加関数
、すなわち近距離（ｎｅａｒ）側ほど小さい値としているのは、近距離側被写体を優先的
に撮影するためのものである。なお、図２（ｄ）中においては、閾値関数Ｆ（ｘ）以上と
なるフォーカスブラケット撮影を「ｘ４」、「ｘ５」、「ｘ６」、「ｘ１１」、「ｘ１５
」の５点で実施することを例示している。
【００４９】
　図３は本実施の形態１における山登りスキャンによる測距からフォーカスブラケット撮
影を行い画像を保存するまでの動作を示すフローチャートである。処理を開始して、第１
レリーズのオン、すなわち２段レリーズボタンの半押し状態を確認し（Ｓ１）、半押し状
態を検出したら（Ｓ１のＹｅｓ）、山登りスキャンを行う（Ｓ２）。この際に、周波数特
性検波部１１１において、画面を分割した小領域毎の各スキャン位置での周波数データを
取得する。また、処理が開始されて、２段レリーズボタンが半押し状態とならない場合（
Ｓ１のＮｏ）には、処理Ｓ１において２段レリーズボタンが半押し状態となるのを待つ。
【００５０】
　各スキャン位置での周波数データの取得と同時に全スキャン画像もしくは所定のスキャ
ン間隔ごとの画像を、動き検出のための基準画像候補として画像バッファ用メモリ１２６
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に取得、保持しておく。なお、メモリ領域を占有しないための配慮として、リサイズ処理
を行い最低必要とされる解像度まで縮小しておく。この画像は画面全体の一方向の動き量
を算出するためのものであることから、ＶＧＡサイズ（垂直４８０pixel×水平６４０pix
el）程度でよい。
【００５１】
　次に、山登りスキャンの結果から複数の合焦位置を決定する（Ｓ３）。この決定を行う
アルゴリズムについては、様々な方式が考えられるが、参考例として、前述した図２（ａ
）～図２（ｄ）に示したように、「ｘ４」、「ｘ５」、「ｘ６」、「ｘ１１」、「ｘ１５
」の５点の合焦位置を決定する方法がある。
【００５２】
　続いて、この撮影位置の決定結果から、動き検出用の基準画像を決定する（Ｓ４）。動
き検出には、比較する画像同士のピント位置が大きく異なるとボケ量の差が大きくなり、
検出精度が落ちるという課題がある。このため、基準画像は処理Ｓ３で決定した合焦位置
の近側端と遠側端の中間位置が望ましい。なお、基準画像を決定したら、山登りスキャン
時に保持していた基準画像候補は、決定画像を残して画像バッファ用メモリ１２６から消
去する。
【００５３】
　また、基準画像の決定（Ｓ４）について、具体的には図２（ｄ）に示すように近側端の
「ｘ４」と遠側端の「ｘ１５」の中央である「ｘ９」を基準画像とすればよい。補足にな
るが、デジタルカメラの撮影においては、近い物体をより重要被写体と考えることも多い
ので、再生時のピント位置と表示枠のずれ精度についても近側被写体を重視して「ｘ５」
を基準画像とする方法もある。
【００５４】
　なお、前述の処理後に、再度、第１レリーズのオン状態、すなわち撮影を継続すること
の確認が行われ（Ｓ５）、第１レリーズのオン状態でないとき（Ｓ５のＮｏ）、最初の処
理に戻り、第１レリーズのオン状態であれば（Ｓ５のＹｅｓ）、２段レリーズボタンの全
押し状態を確認する次の処理Ｓ６へ移る。
【００５５】
　以上の処理Ｓ１～Ｓ５までが撮影前の基準画像を決定するまでの処理である。そして、
２段レリーズボタンの全押し状態（第２レリーズ）を確認し（Ｓ６）、検出したら（Ｓ６
のＹｅｓ）、処理Ｓ３の決定に従いフォーカスブラケット撮影を行う（Ｓ７）。この際、
画像バッファ用メモリ１２６には、記録用の画像データと、基準画像と同一サイズに縮小
した動き検出用の画像をフォーカスブラケット撮影の枚数分保持しておく。
【００５６】
　次に、撮影前に保持・決定した基準画像と縮小したフォーカスブラケット撮影画像のそ
れぞれと動き検出を行う（Ｓ８）。基準画像とフォーカスブラケット撮影画像を動き検出
部１１２に入力することで、２画面間の動き量が出力されるので、例えばフォーカスブラ
ケット撮影枚数が５枚であれば、同じ制御を５回繰り返す。この結果から各フォーカスブ
ラケット撮影した記録画像が基準画像からどれくらい画角のずれが生じたか知ることがで
きる。さらに、再生時に、このずれ量を補正して表示する合焦領域枠の座標を決定する（
Ｓ９）。
【００５７】
　この補正の概念を図４（ａ），（ｂ）に示す。図４（ａ）に示すように、山登りスキャ
ン時には手前の人物の破線で示す枠を合焦領域と判断する。この破線の枠は図２（ｂ）の
検波枠（６，４）～（１１，４）の６枠に相当し図２（ｄ）の合焦位置「ｘ５」に相当す
る。
【００５８】
　撮影位置決定後に５枚のフォーカスブラケット撮影を行うが、レリーズボタンの全押し
までのタイムラグによる手ぶれから画角が右上方向にずれて記録されたような場合を考え
る。図４（ｂ）に示すように撮影した画角が、相対的には画面全体が左下方向へ移動した
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ことと等価になる。再生時の合焦領域枠の表示も左下方向へ移動させることが必要になる
。図４（ｂ）の実線で示す枠を動き検出部１１２の結果を基に、左下方向へずらした合焦
領域枠と補正して表示する。
【００５９】
　このように、合焦領域の情報を取得する山登りスキャン時と、実際の撮像時との間にタ
イムラグがあるために、被写体とカメラの相対的な位置ずれが生じても、撮像画像の合焦
位置に合焦領域枠をきちんと表示することができる。
【００６０】
　また、図５（ａ），（ｂ）は、奥の人物で、合焦位置「ｘ５」とは別の位置における合
焦領域枠の表示を示している。山登りスキャン時には後方の人物の破線で囲まれた領域を
合焦領域と判断した。この破線で示す枠内は、図２（ｂ）の検波枠（７，９）～（１１，
９）の５枠に相当し、図２（ｄ）の合焦位置「ｘ１１」に相当する。そして、前述した図
４（ａ），（ｂ）と同様に、動き検出部１１２の結果を基に、合焦領域枠を補正して表示
する。
【００６１】
　最後に、ファイル化と記録メディアへの書き込み（Ｓ１０）を行うが、記録用の画像デ
ータに処理Ｓ９で決定した合焦領域枠を表示する座標情報を関連付けてファイル化する。
この処理Ｓ１０のファイル化として、本実施の形態１ではマルチページファイルとして、
フォーカスブラケット撮影した複数の画像データを保存する。
【００６２】
　マルチページファイルについて、以下に詳細を説明する。フォーカスブラケット撮影に
より連続的に合焦位置を変えて複数枚を撮影したｎ枚の記録画像は、この記録画像と、撮
影前に決定した基準画像と各記録画像との間の動き量の情報とを対応付けて、１つのマル
チページファイルとして保存される。
【００６３】
　例えば、図６に示すようにＪＥＩＤＡ（日本電子工業振興協会）で規格されたＥｘｉｆ
（Exchangeable Image File Format）で各記録画像が記録される場合、Ｅｘｉｆのヘッダ
ー部タグ情報（メーカ毎の個別領域）に、カメラの機種、撮影日時、絞り、シャッタスピ
ード、合焦領域枠表示位置情報などの情報とともに書き込まれ、マルチページファイルの
記録画像データとして保存される。
【００６４】
　そして、ｎ個の記録画像データは、図７に示すＤＣＦ（カメラファイルシステム規格）
のディレクトリ定義されるように、フォーカスブラケット撮影で撮影したｎ枚の記録画像
データをマルチページファイルとして１つのフォルダ（「連写１」フォルダ）にまとめて
保存することで、マルチページファイルが作成される（本実施の形態１では５枚）。
【００６５】
　なお、マルチページファイルの保存は、図１の画像記録Ｉ／Ｆ部１２５を介して、ＳＤ
カードなどの記録メディアに記録されることで実現される。このＥｘｉｆに記録された各
情報を基にして、記録画像の抽出が行われる。
【００６６】
　また、マルチページファイル保存の他の例について図８を用いて説明する。図７に示し
たマルチページファイルとの違いは、図８に示すマルチページファイルでは、フォーカス
ブラケット撮影で撮影したｎ枚の記録画像データを結合していく点である。このマルチペ
ージファイルにおいて、各マルチページファイル用の記録画像データは記録画像ヘッダー
部と記録画像部とからなり、それぞれフォーカスブラケット撮影された記録画像データの
順に結合されていく。
【００６７】
　そして、各記録画像ヘッダー部には、記録画像の、画素数、圧縮の種類、撮影日時（分
、秒を含む）、記録画像が撮影された撮像装置の機種名、露光時間、絞り、撮影感度、合
焦位置、色空間といった各記録画像撮影時のデータである撮影条件データが含まれている
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。また、記録画像を識別するフラグである記録画像識別フラグ、基準画像に係る座標情報
、検波枠の周波数特性の情報、合焦位置や領域枠、合焦領域枠位置情報等の情報とが含ま
れている。さらに、記録画像のサムネイルも記録画像ヘッダー部に格納されている。
【００６８】
　以上のように、撮影画像の再生時において、撮影画像に併せて表示される合焦領域枠の
位置ずれがなく、またフォーカスブラケット撮影により複数枚を連続撮影した撮影画像を
マルチページファイルとして保存することで管理し易くでき、ユーザの所望する画像選択
等の取り扱いがより容易なものとなり、従来のフォーカスブラケット撮影よりもさらに広
い焦点範囲を移動し、かつ被写体の合焦位置の情報を加味した使い勝手のよいフォーカス
ブラケット撮影が可能なデジタルカメラを提供できる。
【００６９】
　また、本実施の形態１におけるフォーカスブラケット撮影として、５枚を例としている
が、近年のデジタル技術から５～１０枚程度であれば、バッファメモリ容量増に伴う機器
のコストアップや、撮影・記録処理時間の増による利便性への影響も少なく、より使い勝
手のよい、かつ市場の要求にも応えたデジタルカメラを提供することが可能となる。
【００７０】
　本発明の実施の形態２における画像表示装置について説明する。本実施の形態２は、前
述の実施の形態１における撮像装置によって記録媒体に記録された撮像データを表示する
画像表示装置である。これは、再生専用の装置ばかりではなく、前述した撮像装置のモニ
タ機能においても、同様の機能を有すことができる。
【００７１】
　画像表示装置の記録媒体に記録されたデータを表示する表示部において、前述した機能
を用いて、記録媒体に記録された撮像データと、撮像データに対応する記録媒体に記録さ
れた合焦領域枠位置情報とに基づいて、合焦領域枠を撮像データに重ねて表示するもので
ある。
【００７２】
　画像表示装置は、記録媒体に記録されたファイルの読み込みを行うファイル読込部と、
このファイル読込部が読み込んだファイル内の画像データを表示する表示部から構成され
る。
【００７３】
　表示部において、表示する画像データのファイルには、連続して複数回の撮像を行って
取得された、合焦距離の異なる複数の撮像データと、この複数の撮像データの各撮像デー
タ毎に対応付けられ、各撮像データの中で合焦部分を示す合焦領域枠を表示するための表
示位置を示す合焦領域枠位置情報とを含んでいる。
【００７４】
　表示部において、ファイルが含む合焦距離の異なる複数の撮像データの中から１つの撮
像データが選択されると、この１つの撮像データに対応する合焦領域枠位置情報に基づい
た合焦領域枠を重ねて、選択された１つの撮像データを表示することができる。これによ
り複数枚の撮像データの中から選択する際に、ユーザの所望するピントの合った画像を容
易に選択にすることができる。
【００７５】
　なお、表示部において表示する撮像データは、複数の撮像データを連続して表示する連
続表示モード、あるいは複数の撮像データを同時に表示する一覧モード（いわゆるサムネ
イル表示）とを、切り替え可能に構成してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００７６】
　本発明に係る撮像装置および合焦領域枠の位置補正方法は、撮影前に基準画像を取得し
て、この基準画像とフォーカスブラケット撮影した各画像間の動き検出を行って、検出結
果に応じて合焦領域枠の座標をずらし、再生時には画角ずれを補正した合焦領域枠を併せ
て表示でき、ユーザの所望するピントの合った撮影画像の選択を容易にすることができ、
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連続撮影した全ての画像データにおいて、合焦位置を示す合焦領域枠の位置ずれを回避で
き有用である。
【符号の説明】
【００７７】
１００　光学ユニット
１０１　レンズ
１０２　絞り・シャッタ
１０３　光学ローパスフィルタ
１０４　ＣＭＯＳセンサ
１０５　光学系駆動部
１１０　画像処理部
１１１　周波数特性検波部
１１２　動き検出部
１２０　制御・演算部
１２１　プログラム用メモリ
１２２　操作部
１２３　表示部
１２４　圧縮・伸張処理部
１２５　画像記録Ｉ／Ｆ部
１２６　画像バッファ用メモリ
【先行技術文献】
【特許文献】
【００７８】
【特許文献１】特開平７－３１８７８５号公報

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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